
◇◇◇「プレイエルにいのちを吹き込む」アズマデーの活動から◇◇◇ 

６月２７日（月）の１時間目～４時間目まで、「プレイエルにいのちを吹き込む」全校総合の活動、グ

ループごとの活動に取り組みました。 

この日、体育館で行われたのはピアノの「分解・清掃」です。修復される 1台のピアノには、全校の生 

徒にかかわってもらいたいと、分解・清掃チームで作業や活動の途中に生徒が体育館に集まれるよう計画

して、交代しながら作業が進められました。「すごいホコリだな」「こんなにきれいになってきた」「どんな 

音になるのか楽しみ」などの会話も聞こえてきましたが、黙々と磨き、作業する生徒皆さんの姿が多く見

られました。 

【イベント企画グループ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他、「イベント企画」のグループでは、「Goolight」に出向いて演奏会の CMづくりについて学 

ぶ、「ながのアドビューロ」の方々にお越しいただき、パンフレットづくりについてアドバイスをいた

だく、演奏会を盛り上げるために、プレ 

イエルのピアノやショパンについて調べ 

る、ピアノを修復する前と後の音色の違 

いをどのように伝えていくのかなど、話 

し合いや活動が進められました。 
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【資金集めグループ】 

 ピアノを修復する費用、演奏会を開催 

する費用を集めるための活動が、チーム 

ごとに行われました。 

 農業チームでは、花などを育てて販売 

するため、暑いなか協力してポットに土 

を入れ、種を植えました。 

 リメイクチームでは、先日お家の方々 

にもご協力いただき集められた布で、巾 

着袋やコースターづくりが始まりました。 

 この他、実際に企業等を訪問して、資 

金集めの協力を依頼するチームは、市役 

所職員の方から「市の寄付募集に関する 

条例」をわかりやすく説明していただい 

てから、依頼方法や内容について相談を 

進めていきました。 

 

【情報発信グループ】 

「プレイエルにいのちを吹き込む」ため 

の取り組みの様子やピアノの歴史などに 

ついての情報を、どのようにまとめ、発 

信していくか考え、取り組んでいるグル 

ープです。 

 イベント企画グループと協力してパン 

フレット・チラシづくりを進める、新聞 

社・テレビ局の取材するカメラマンや記者の皆さんと肩を並べタブレットで撮影する、フランス語の

堪能な方にアドバイスいただき、フランス語で書かれているピアノ台帳から、学校のプレイエルのピ 

アノの歴史について調べる活動が進められました。本校のプレイエ 

ルは、関東大震災直後の 1924年、東京の「   」さんによって 

購入されたことが判明しました。 

学校祭で演奏会を開催することを目指して、いのちを吹き込む活 

動が本格的に始まりました。生徒・職員共にワクワクした気持ちで 

探究しながら、ひとつの活動となっていくよう取り組んでいきたい 

と考えております。引き続き保護者皆様、地域の方々のご理解とご 

協力をいただければと思います。宜しくお願いいたします。 

 

登下校時、校内活動時の服装について（オクレンジャーで配信の内容です）◇◇◇◇ 

 例年より２０日程梅雨明けが早く、真夏日、猛暑日が続いております。また、夜間に気温があまり

下がらず、登校時も厳しい暑さになっております。 

 そこで当面の間、半袖（Tシャツまたはポロシャツ）、ハーフパンツでの登下校、校内活動をしても

良いこととし、熱中症に気を付け生活していきたいと思います。今まで通り、制服で生活しても構い

ません。7 月 1 日に配布済みの保健だよりを参考にしていただき、食事、水分補給、睡眠等にも十分

留意し、健康に過ごせるようご協力をお願いいたします。 

 

保護者の方へ◇◇◇◇ 

 日頃から感染症にかかわり、保護者・お家の方々には感染予防対策へのご協力をいただき誠にあり

がとうございます。感染予防対策と同時に、熱中症対策も必要となっている時期です。学校では、運

動時や友だちと近い距離で会話をしない時はマスクを外すなど、熱中症予防するように話しています。 

登下校含め、状況に応じて生活することができるよう、ご家庭でも声をかけていただけると有り難い

です。３年生、いよいよ修学旅行です。楽しんできてください。 


